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JICA帰国専門家連絡会かながわ

」ECK2009年度下半期活動ニュース
平成 21年度 」ICA青年研修事業 (マレーシア)に参カロ
昨年11月、」ECK副理事長・加藤博通氏は「JICA派遣専門家東海OB会」から依頼され「JICA青年研修事業 (対象国マレーシ
ア)の補足講義 (財務管理と管理会計を中心とした中小企業経営改善)」 と研修員全員による研修結果発表会に参加しました。
この研修事業は、毎年」ICAが実施する発展途上国の人材育成研修の一つで、マレーシア地方経済振興の人材育成を目的とし
た日本 (中部地区中心)研修であり、彼・彼女等が20日余りの間に受けたインパクトは想像以上のものに見受けられました。
詳細は後頁にありますc

保土ヶ谷国際交流の集い

昨年、12月 6日、上記の集いが相鉄線天■町駅近くの岩間市民プラザで開催され我力汀ECKも
参加し、会の活動のPRと共に、青少年向けに、国名。国旗・場所あて等のクイズ形式の問題を
出し大勢の大人を含めた参加者に喜ばれたようです。
会場では「日本語のスピーチ会」や「世界の屋台村Jなども開かれており」ECKがエクアドルから
招いたカテイアさんも、フレデイさんと一緒に「世界の歌と踊り」のステージに民族衣装をまとって
参加さオt、その熱演は大いに会場を沸かせていました。
次回は是非会員の多数の参加を希望しています。

」ECKパソコン研究会開催

'日

に、評議員の吉田博至氏を講師として第1回が開かれました。
夫を3時間に亘って学びました。

聯 傭 i曇轟12魔
」巨CK創立フ周年記念 セミナー
今年1月 15日、」ICA横浜国際センターでJECK創立7周年記念セミナーが開催されました。
」ICA横浜国際センターに新しく赴任された所長の吉浦伸二氏からのご挨拶も頂き熱のこもっ
た講演が続きました。

講演者と講演内容は以下のようですが、川頁次、会報に掲載する予定です。

1ベトナムでの中小企業振興及びバイク産業マスタープラン策定の支援
講師 小谷泰三 (」ECK会員)

2ソロモンヘの体験的経済支援……………………講師 高濱 清 (」ECK会員)
3神奈川の水道と30年前の技術協力…………………講師 大久保卓次 (」ECK会員)

セミナー終了後は、いつもの」ICAレストランで新年の懇親会が行われ、今年も身体に気をつけ
て、おおいに語りそして飲もうと意気が上がったようです。

横浜国立大学コマツ提供講座の終講

提撃言告ダ仄褥穀鼈 欺.議Iξ鼎槻覗鼈
業も翼季菅堂寡勇告椎坂墨認aコ

マ端帰座は、知盤o人

の実際祥 生諸和 琳召介するこれこなり、講座提側 こ関する境 彗曹町鶴易売ξ議舅璽繁a量葬
力淋 験してきた国際協力・支援活動

海外技術研修員、Katya Perezさんの」ECK研 1多プログラム受講
昨年H月から横浜国大藤江研究室で環境技術について技術研修を続けてきたKatyaさんは
3月 12日に研修を修了、県知事から修了証書と“親善大使"の委嘱状を授与された。
更に滞在期間を当初より2週間延長して」ECKが企 lflした特FU研修プログラムを受講することに
なり、“浄化槽システム"などの下水処理才支綱Yや神奈川県の飲本1水供給トータルシステムなどにつ
いて研修することになった。



平成21年度 」ICA青年研修事業(マレーシア)に参画して カロ藤博通 (」 ECK会員)

平成21年 11月、」ICA中部国際センター(名古屋)にて「JICA派遣専門家東海OB会

(JEAT)」 が実施した「平成21年度JICA青年研修事業 (対象国:マレーシア)」 の補足

講義を依頼され「中小企業を取り巻く環境「財務管理と管理会計を中心とした中小企

業経営改善」と題した講義と、研修者全員による研修結果の発表会に参加してきたこと

を以下報告する。

1)JICA 平成21年度 青年研修事業 (中部地区)
対 象 国 :マレーシア
研修コース:民間セクター開発、中小企業振興、裾野産業育成

研 修 員 :15名
研修テーマ :行政の取組、民間セクターの取組

期   間 :2009年 10月 19日～2009年 11月 5日
実 施 者 :」ICA帰国専門家東海OB会
2)マレーシア石研修員 15名
地方企業支援公社 (MARA)5名 、貿易振興公社 (MATRADA)1名 、通産省 (MITI)1名 、中小企業開発公社

(SMIDEC)6名、国立銀行 (BANK NEGARA)1名 、高等企業コンサルテイング(SIRIM)1名

3)研修内容

中部地区の関係中央・地方行政機関、事業所、市場、産業組合等を訪間、見学
、質疑を通じ我国の民間セクター開発、

中小企業振興、裾野産業育成の実情学習に加えホーム
・ステイ、補足講義により幅広くマレーシアの指導者育成を行う

ことを目的としている。

4)青年研修事業 訪問先
国  :経済産業省 中部経済産業局、」ETRO名古屋、中小企業基盤整備機構

大 都 市 :名古屋市役所、名古屋市産業振興公社
地 方 者『 市 :郡上市役所、大山市役所、大山市商工特産品協会

民間セクター :トヨタ自動車、失作産業、高古陶磁器工業組合、窯元、企業、
ICETT、大須商店街連盟

交   流 :常滑市国際交流協会
5)補足講義

中小企業を取り巻く環境

1)国際規格と中小企業;ISOを中心とした中小製造企業の標準化に
ついて。(篠田洋 」EAT)

2)財務・会計管理を中心とした中小企業経営改善 :現場重視に加え経営記録
の重要性 (加藤博通 」ECK)

6)アクション・プラン発表会

研修員を5グループに分け、そのテーマについて本研修により得られた知識経験
を基にマレーシア帰国後これをどのように生

かそうと思うか約5時間の制作準備作業と一時間以内のグル
ープ発表がおこなわれた。

テーマ 1)中小企業振興における人材育成、2)中小企業振興における経営、3)技術改善
・進歩、4)地方産業振興におけ

る中小企業組合の役割、5)産業協会、商工組合の役割

各グループは思い思いに、大用紙に各地で得た印象、意識、経験
を、写真、イラスト、パソコン映写を用い個性豊に図示、

スピーチとともに、その説得力ある発表能力には感心した。

例えば、「技術改善、進歩」では、新幹線をはじめ各地を結ぶ鉄道が実
に時刻通り安全に運行されていることは日本の技術

進歩が深く生活に寄与している例として捕えられた。又、「郡上市工業団地」
は地域の農産物加工を中心に運営され総合

的地域振興策として深く受けとめられた。「萬古陶磁器工業組」に
ついてはイポーのマレーシア陶器制作を持参したビデオ

の映写と比較、共通点、相違点等大変印象深いものがあつ

算 グは、ホ_ム・ステイと共に全員に共通したインパクトを与えた又、「名古屋市大須商店街」の町興し経験談と実際シヨッ
ヒ

コースであつた。このホーム・ステイはマレーシアと交流のある常滑市に「ホ
ームステイボランテイア・センター」を通じステイ先を

依頼、一泊のホーム・ステイを経験した。

7)結び

この研修員は、地域。中小企業振興を担当するマレーシア政府中堅職員(30歳前後)で
あるが、15名中6名は「マレーシア中

小企業開発公社 (SMIDEC)」 から派遣され、偶 小々生が一昨年まで従事し
ていたJICA「 同公社人材育成計画プロジエ

クト」の受講生たちであり、名古屋で望外の旧交を温めることができ、大変感謝す
る次第である。

今回のマレーシア研修員は、我国の実情、政策、実際生活、引
いては国民性をも身をもつて経験でき、外交辞令もあるが、今

後マレーシア発展に大Vヽに役立つ研1参だったとのことであ

彙猛意義・効果のある事業であり積極的に支援いたしたい。今後も各国との相互理解を進める上で、本「研修事業」はブ



「ソロモンヘの体験的経済支援」

私が米国勤務を終えソロモンの日本大使館の責任者と

して赴任したのが例のガダルカナルとマライタ間の部族抗

争が終焉し未だその煙が消えやらぬ2002年 3月でした。
現地の治安状態は少しずつではありますが回復の方向に

向かっており、日本の外務本省もその実情を把握すべく調

査団を派遣してきました。自分としては抗争により弱体化し

たこの国の経済建て直しにいかなる協力が出来るかを考

えたときに、やはりODAを通じた支援であると確信し、特に
草の根無償支援を中心に支援を開始しました。今自分の

手許に当時の大使館の職員が私の仕事に関する報道振

りを整理してくれた記録があります。久しぶりに懐かしく眺
め、今回の講演において紹介すべく何件ぐらい支援を行っ

たのかを数えて見ましたら50件ありました。その中にはサイ
クロンによる被害支援のための緊急援助、基礎的薬品の

供与、マラリア対策としての顕微鏡50台供与、全島にわた
り学校校舎建設、給水事業支援、電力事業支援、青少年
育成センター建設などを実施しました。無償支援としては、
2003年にホニアラ国際空港修繕計画 (約 7億円)の実施
決定にこぎつけました。他方、海外青年協力隊員は、私が
赴任した時期には治安に係わる危険度が高かったため全
員ソロモンから引き上げましたが、2003年 10月 には諸般
の事情を考慮しソロモンに対する危険度の引き下げを決
定し、以後協力隊員が徐々に戻ってきまして現在では20
名近くが都市開発、農業、教育などの分野で活躍している
ことを知り誠にうれしく思っています。ご参考までに2009年
には、日本政府としてギゾ病院再建計画に19億円、ホニア
ラ、アウキ市給水設備計画に20億円の無償支援を決定し
ています。

いずれにしても、ODAは日本外交のツールであることは
今も変わりなく、中国のアフリカ太平洋などで存在感を増し
ているこの時期に、巷間叫ばれています「弱まった日本の

外交力」を強化するためにもODA経費を国家予算の中で
増やしてゆく必要があります。情けは人のためならずの気
持ちが必要です。

さて次に残る強烈な思い出でですが、平成15年 7月、ホ
ニアラ国際空港に突如約2000名近い兵士が軍用機から
降り立った時のことです。これはソロモン独立支援グループ
(RAMSI)と 呼称された集団で一応国際軍という形をとっ
た豪州軍中心の部隊でした。目的はソロモンの当時の首
相 (ケマケザ氏)の要請に応えて、同国の治安回復を徹底
する(当時ガダルカナルの叛乱分子とマライタの叛乱分子
の対立がまだあった)ために派遣されて来たものでしたが、
空港に兵士等が駐留するためのテントが多く張られ、武器
を持った兵士が闊歩し緊張感が一挙に増しました。この動
きに対し一時豪州による新植民地主義化が進むのではと
のうわさが広がりましたが、その後の彼らの動向を観察の
上、日本政府も最終的にはRAMSIを支持する表明を行な
いました。その後平成 15年 8月 15日、マライタ島において
対立分子間の和解と武器放棄 (FreeWeapon)の ための
儀式が行なわれ、私もRAMSIの軍用ヘリコプターで現地

高濱 清 (日本・ソロモン友好協会理事長)

入りし、この儀式

に参加してきまし

た。これ以後ソ

ロモンの治安が

急速に良くなっ

たこと言うまでも

ありません。因み

に同年8月 22日

には外務省の矢野副大臣が、大洋州課長を同行の上

RAMSIの 実態視察に見えると共に、ちょうど予定されてい
た草の根無償支援のオープニングの儀式にも参加されま
した。

最後にソロモンを語る上で忘れてはならないことは、今から
68年前の1942年 8月から1943年 2月 7日までガグルカナ
ル島で繰り広げられた日米両軍の死闘です。日本軍が米・

豪軍分断のための前進基地としてガダルカナル島に建設
した空港の争奪をめぐるこの戦闘は日本の敗北に繋がる
戦いの始まりとなり、これ以後の戦いにおいて、日本軍が再
び勝利することはなかったのです。日本軍3万余名が参加
したこの戦闘で約20000名 の兵士が戦病死 (ほとんどが
餓死)海軍は多くの艦船と飛行機を失いました。米軍の戦
病死数は約5000名ということでその差に驚かされます。
それでは、何故日本軍はかくももろく敗北したのでしょうか。
詳細な検証を重ねて書かれた名著「ガグルカナル戦記」
の著者亀井宏氏は次のように言っています。
「陸上戦闘では、武器、装備類も米軍に比べ貧弱、海
上補給、陸海軍戦力の統合の欠如、軍全体の統帥の欠
如などの問題はあったが、日米両軍の戦争全体に対する
考え方の違いがもろくも露呈した。言い換えれば、当時の日
本人の思考性一ひいては国民性の違いを示した戦いで、
旧軍の事大主義、独善、騎りといった体質は果たして当時
の指導者だけの問題だろうか、現在に置き換えて考えて
見たとき日本の政治、経済界の本質・実態はあまり変わっ
てないのではないか。米軍は戦争終結に対する考え(日本
本土で止めを刺す)がはっきりしておリガダルカナルの戦闘
はその過程と捉えていたが、日本軍がこの戦いを局地戦と
見ておりこの戦争自体の最終的な収束案たる図式を持っ
ていなかった。この姿は現在の日本の政治。経済のあり方
にも見られる」と・…。

結局、先の戦いでなくなった多くの兵士は、長い瞑想から
日本人を覚醒させるための身代わりとして死んでいったよう
に思われます。どのように日本の国づくりをすべきなのかそ
の方向性・姿が見えず、「船頭多くして船山に登る」の例え
のごとく無駄な議論が行なわれる中でずるずると国際社
会での日本の地位が落ちてゆく現状に戦死された多くの
兵士はどのような気持ちで今の日本を天から見ていること
か、それを考えると′亡、が痛みます。しかしソロモンは親日的
な国です。「一寸の虫にも5分の魂」のごとく侮ることなく日
本としては大事にソロモンと付き合ってゆく必要があるで
しょう。



―
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平成22年度(前期)」 ECK提供講座“日本の環境・経済発展協力"講義テーマー覧

*講義Ll時はすべて、金曜日の1030～ 1200

*講義は正規の授業であり、聴講は原則として認められていないが特に希望する人は
コーデイネータの谷岡理事にご連絡下さい。

「皆様は私の日本の家族でした」 hi iV.:VZ (KatYa Perez)

来日して以来 私の日本文化への賞賛はその秩序と人々の親切に出会った事から始まりまし

た。」ECKや神奈川県国際研修センター職員の非常に暖かい歓迎のお陰で第
二の故郷に来た

様に感じられました。

私の研修先は横浜国立大学大学院でした。環境情報研究院の水管理研究室
の藤江 幸

一教授の指導の下でした。すく
い
に私は研究室チームの一員になれました。随って藤江教授の講

義に参加する為、研究を向上させるための会合、会議そして研修の助けにな
る出来得る限りの

情報を得ました。研究室の学生達ととても仲良くなりましたし、彼らは研究や就職活動
で忙しくても

私を助けてくオしました。

研修センター(二俣川)で異なった国々から来た5人の研修生と生活を共に
しました。タイ、カン

ボジア、ルワンダ、中国とインドです。それぞれのFIの習慣、食
べ物、宗教を共有しましたし、又将来

彼らの国を訪ね再会する事を楽しみに期待しています。

日本について最も印象的なことの一つは日本人が文化に対して強
い誇りを持っている事です。

日本の習慣のどんな小さな事をも大事にし、老若を問わず誰もが見せ教え
てくれたのがとても嬉し

いことでしたc

」ECKスタツフ皆様の長期間のサポートを受けたことは名誉な事でし
た。この団体が私の国に

魅せられ日本人達がエクアドルについて知ろうとしていることに言夕)と幸せを感じます。

また皆様は可能な限り沢 |||の知識を得るために私を助けてくオtました。従
って」ECKの研修の中

で彼らが持つとてもたくさんの知識がいかばかりかを実感できました。私を家族
のように世話をして

くださつたことに感謝します。本当に皆様は私の日本の家族でした。有難う
ございました。

(訂さ小泉山紀子 )

講義 日 講 師 講 義 テ ー マ

4月 9日 高橋 政行 」ICAが行う政府開発援助のlFA要について

4月 16日 相馬貫一朗 南太平洋諸島における貿易、投資、観光促進

4月 23日 金谷 尚知 フイールドワークによる政府開発援助から民間の国際協力・交流ヘ

4月 30日 物部 宏之 東南アジアにおけるバイオ発電技術のlIJ際協力活動 :タイのユーかり木炭によるガス化発電協力など

5月 7日 上田 恵一 ヨルダンの汚水処理後水の再生利用と水質 :紛争下の水問題と和平構築
への新水源

5月 14日 田篭 勝美 カナダ企業における日本人技術者の葛藤と技術伝承活動

5月 21日 高速 宏 開発i金上国の農林業技術協力
。開発調査と日本および世界の土壌資源問題について

6月 41J 緒ブ∫順―
途上国における廃棄物処理の現状とわが匡|のODAの課題
ケニア、エジプト、シリアの現状報告を中′亡ヽとして

6月 111J ,度音『 利[百 1 地球環境保全の観点から石炭利用に係わる研究開発支援

6月 18日 二官 慶三 日本の謂1質管理と標準化およびその国際協力

6月 25日 吉日1博 五ヽ
電気・電子分野における国際協力il動 :一

エジプト職業訓練事例およびヨルダン大学電気工学部事例

パラグアイにおける食品管理の技術支援

二合を・17'る 国際li■力 :水産台源開発の現場から
7月 2日 金子 利l夫

7月 9日 植岡龍太郎

ベトナムにおける中小企業振興支援と裾野産業育成支援 :―

計画投資局工業省政策戦略研究所、ベトナム商工会議所に席をお
いて7月 16日 ′卜谷 泰三

7月 23日 山日l敏夫 計量制度の匡1際協力 相手国 :アジア、アラブ、南木寺の状況を切茶したY去た ITtt 
υ駆 業
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